
性能と価格だけで、IT機器の導入を決めていませんか？ IT機器の価値は、

消費電力当たりの性能、設置効率の改善、CO2排出量の削減、保守･管理

コストの削減など、さまざまな要素の組み合わせで、TCOに大きな差が出て

きます。コスト削減のためのIT投資を、IGFが財務面からサポートします。

厳しい環境の今こそ 、コスト削減のためのIT投資が成功の鍵です！

Fair Market Value(FMV)リース

http://www.ibm.com/financing/jp/
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【効果的な最新技術の活用によるコスト削減】
サーバーやPCなどの技術は、約3年ごとに

革新されています。3～4年ごとに定期的なリースを

採用していくことで、より新しく高性能なIT製品に

置き換えることができます。

効果的にリースを活用する技術戦略は、お客様にとって

長期的に所有するよりも結果として低コストで

技術的優位性を持つことにつながります。

◆消費電力あたりの性能比は3年の間に約4倍

コスト削減のためのIT投資とは？

世界が変わる！リースで変える！

IBMグローバル･ファイナンシング（IGF)

◆テクノロジーの革新サイクルは、約3年

◆サーバー統合によるコスト削減例

System p570はエネルギー効率の良さを追求した地球に優しいサーバーです。
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Fair Market Value(FMV)リース

＊12008年に施行された新しいリース会計基準の下では、FMVリースはオペレーティング・リースに該当する場合があります。かかる取扱いはお客様のご判断によりますので、貴社におけるFMVリー

スの会計処理につきましては、事前に公認会計士等の専門家と十分ご相談下さい。弊社は、会計処理について何らの表明またはアドバイスを行うものではありません。

【グローバル標準のリース活用によるコスト削減例】
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出典:「コモディティとブレード･サーバーの総所有コスト（TCO）」Robert Frances Group

*当レポートは米国での状況について述べています。

Fair Market Value*1 (FMV)リース
お客様はあらかじめ使用期間を決め、使用期間に見合った価値分

のリース料のみをお支払いいただくプログラムです。IT製品に市場価

値に見合った残存価値を設定することにより、従来より安い価格で

最新IT機器をご利用いただけます。FMVリースを活用することで、お

客様は定期的な短いサイクルで、IT製品を置き換えることができるた

め、常に最新テクノロジーをご利用できます。

【残存価値の設定によるコスト削減】

IGFは、IT製品を再利用するための独自のプロセスを持っているため、
リース終了時のIT製品に残存価値を設定することができます。

◇リース満了時点で以下の選択肢からお選びいただけます。

①リース対象機器の返却

②満了時点のFMV（適正市場価格）での購入

③満了時点のFMV（適正市場価格）を元にして再リース

※当該リースの適用には、IBM信用審査の承認が必要です。
※当該リースの適用対象機器は、IBM製ハードウェアが対象となります。
※お客様がリース期間満了前の通知期限までに、オプションの選択について、弊社に

通知されない場合、基本リース期間の月額リース料金と同額で毎月自動更新されます。
※すべての場合において月額料金が上記のように買取価格より安くなることを意味する

ものではありません。お客様の信用レベル,リース期間, 製品などによって異なります。
※当該リースは、事前の予告なく変更、終了させていただく場合があります。

IT機器は、長く使えば使うほどお得だとお考えではありませんか。米国のIT調査会社Robert Frances Group*
【ライフサイクルマネージメントによるコスト削減例】

2
（RFG)によると、

PCやPCサーバーは、最適な入替え時期を逃すとむしろ全体のコストが増加すると、分析しています。IT投資がどのような利益
を生み出しているか、ライフサイクル全体を通じて、費用対効果を適切に管理することが重要です。

【総所有コストの削減】
IT製品を所有する際、購入価格に加え、通常4年目以降に急激に増加する保守やソフトウェアのバージョンアップなどの費用が「総所有

コスト」としてかかります。

資産管理導入 入替･廃棄

多額の初期費用がかかり、予算取りが困難
古くなった所有IT機器の処分に困る

(新規導入の妨げになる)

社員保有のIT機器、データ状況を管理できず、

紛失・盗難などによる機密データ漏洩が心配

IT機器の適正なライフ･サイクル

に合わせた入替の持続が困難

不要IT機器のデータの消去作業に

かかるワークロードが大きい

現在の廃棄方法が、規制･

法律に準拠しているのか不安

＊2Robert Frances Groupについて： RFGは、米国のIT調査・コンサルティング会社で、グローバル2000企業のエグゼクティブに対して、ITマーケットにおける、実行可能でタイムリーなアドバイス、
コンサルティング、調査を提供しています。RFGに関する詳細はwww.rfgonline.comをご覧ください。

IBMグローバル・ファイナンシング

0120-47-3301
受付時間：月曜日～金曜日 9:00-18:00

（土日祝 6/17、12/30-1/3を除く）
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お買い取り FMVリース

月額リース料金に、動産総合保険料・固定

資産税が含まれます。機器はリース終了後

返却するだけですので、廃棄費用はかかり

ません。

お買い取りの場合、機器購入費用

とは別途、動産総合保険料・固定資産税・

廃棄費用がお客様負担となります。

お買取り、3年FMVリースお支払い費用比較（例）

FMVリースなら、適正な期間でリース契約を更新することにより、

新しい技術を取り入れながら、総所有コストの削減を支援することができます。


